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色

●

今
川
、
よ
く
言
わ
れ
る
商
齢
者
問
題
と
い
う
の
は
、
な
に
も
お
年
寄

り
だ
け
の
問
題
で
な
く
若
い
人
た
ち
が
や
が
て
直
而
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
し
て
社
会
全
体
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

九
州
十
五
川
は
敬
老
の
Ⅲ
、
こ
れ
に
囚
ん
で
各
地
豚
で
も
様
々
な
催

●

2219

H日

(1j(水）

4▼1

例月’
｜
町
の
動
き

町の人口と世帯数

男7，187人

人口女7，422人

計14，609人

世帯数3，861世帯
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３
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金 木だより（2）

P

大
会
」
が
開
か
れ
、
出
席
荷
た

ち
は
安
全
な
出
稼
ぎ
と
無
戦
故

を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

出
稼
ぎ
に
よ
る
聯
故
を
な
く

そ
う
ｌ
と
、
去
る
八
月
十
八
、

に
「
金
木
町
州
嫁
者
安
全
就
労

組
合
催
ｌ
川
小
町
蛙
）
の
昭
州

五
十
六
年
度
定
時
総
会
が
附
か

れ
、
各
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案

大
会
に
先
立
ち
午
前
十
時
か

ら
約
二
両
八
十
人
が
出
席
し
て
、

金
木
町
川
稼
就
労
荷
組
合
（●

安
全
祈
願
祭
が
厳
か
に
行
わ
れ

た
後
、
開
会
の
言
葉
、
川
稼
就

労
物
故
者
の
黙
と
う
に
続
い
て

川
中
川
艇
が
「
昨
年
は
稲
作
に

大
打
撃
を
受
け
た
。
出
稼
ぎ
に

よ
る
収
入
の
ウ
エ
ー
ト
が
火
き

く
な
る
ば
か
り
だ
。
八
川
の
お

撤
入
り
を
前
に
し
て
当
町
出
身

行
が
幌
故
死
し
て
い
る
。
な
に

よ
り
も
伽
故
の
な
い
川
る
い
川

嫁
ぎ
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
・
来
賓
の
花
川
一
以
識

ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
坂
本

源
叫
郎
喋
川
稼
対
策
竈
主
幹
が

「
州
稼
ぎ
の
概
況
に
つ
い
て
」
、

態
谷
正
義
亙
所
川
腺
公
共
職

業
安
定
所
艇
が
「
雌
近
の
雁
川

怖
勢
に
つ
い
て
」
、
成
川
行
巾

狐
所
川
陳
労
働
堆
雑
監
仔
将
災

が
「
川
稼
ぎ
の
安
全
就
労
に
つ

い
て
」
と
題
し
そ
れ
ぞ
れ
満
概
《

川
脈
尚
た
ち
は
出
稼
ぎ
に
対
す

る
偲
維
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

通
り
承
認
し
閉
会
。

引
き
続
き
就
労
安
全
大
会
に

切
り
枠
え
、
神
偲
に
よ
る
枕
労

「
地
元
の
防
災
は
凹
風
の
拓

導
か
ら
」
ｌ
と
去
る
八
〃
十
七

川
、
芦
野
グ
ラ
ン
ド
で
、
金
木

町
淌
防
川
（
、
川
竹
論
Ｍ
催
）

に
よ
る
彬
勤
淌
防
学
校
が
附
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
川
風
の
資
蘭
の
向

上
を
間
ろ
う
と
企
川
さ
れ
、
今

年
が
初
め
て
の
も
の
で
す
。
淵

町
で
は
今
年
に
人
っ
て
か
ら
、

火
災
が
再
良
巾
で
毛
件
あ
っ
た

だ
け
で
、
前
年
川
期
（
発
生
十

二
件
）
に
比
べ
激
減
し
て
お
り

ま
す
が
、
川
此
の
熔
起
を
促
す

の
が
ね
ら
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

学校開催

●
Ｍ
ｕ
九
時
か
ら
、
川
風
二
面

山
十
人
の
う
ち
約
面
五
十
人
が

参
加
、
ま
ず
川
小
町
長
が
「
特

さ
ん
の
努
力
で
火
災
は
激
減
し

て
い
る
。
〃
一
に
備
え
一
肘
の

努
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
激

励
。
次
い
で
、
川
川
長
が
「
町

雌
の
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、

消
防
人
と
し
て
の
雄
礎
を
身
に

つ
け
災
卉
に
対
処
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
川
俊
昭
卯
淌
防

学
校
主
任
柵
帥
の
折
導
で
さ
っ

そ
く
訓
練
に
入
り
ま
し
た
が
、

川
風
た
ち
は
典
剣
そ
の
も
の
。

ほ
と
ん
ど
が
現
場
川
勤
の
経
験

を
政
ね
た
ベ
テ
ラ
ン
剛
只
た
ち

で
す
が
、
災
桝
発
生
時
を
想
定

し
な
が
ら
雑
木
動
作
、
号
令
調

整
指
揮
動
作
、
部
隊
作
動
な

ど
の
反
復
訓
練
と
汗
だ
く
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

九
州
一
川
、
第
一
分
Ｍ
に
岐

新
型
ポ
ン
プ
車
が
配
徹
さ
れ
、

町
の
防
災
体
制
が
一
段
と
力
強

く
な
り
ま
し
た
。

川
Ⅲ
午
前
十
時
か
ら
八
幡
宮

に
お
い
て
入
魂
式
が
行
わ
れ
、

川
中
町
長
は
じ
め
、
消
防
剛
興

ら
五
十
人
が
川
席
し
ご
祈
と
う
。

そ
の
あ
と
放
水
滅
習
を
し
て
万

一
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

第
一
分
団
に

ポ
ン
プ
車
配
置



（3）金木だより

国税だより

青色申告のおすすめ

○

野
P

毎日の取引を帳簿につけ、その帳節に基づ

いて正確に所得や税額のIII告をする人には、

所得計算の面でいろいろ有利な取扱いが受け

られる青色申告制度があります。

その主なものは、①所得金額から一律に十

万円を控除できる「青色III告控除」、（｢みな

し法人課税」選択者は除く）②事業に従事し

ている奥さんや子供さんに支払った給与が必

要経費になる「lij色]"従者給与」③貸倒引当

金や価格変動準備金などの引当金や準術金が

心要経謝になるなどの特典があります。

青色申告のできる人は、不動産取得、事業

所得、山林所得のある人ですが、青色申告を

するためには、青色申告をしようとする年の

三月十五日まで「背色I|'告承認I|-I読替」を税

務署に捉出しなければなりません。

青色申(iiの帷輝は、現金出納帳などを｢|-!心

とした簡易な帳簿でもよいことになっていま

す。

帳簿のつけ方や決算のしかたなどで分から

ないときは、税務署にご相談ください。また

青色申告会や商工会議所、市町村の商工会、

税理士会などでも記帳の指導をしています。

第3回金木地区少年防犯野球大会

金
木
地
Ⅸ
防
犯
協
会
主
催
の

少
年
防
犯
野
球
大
会
が
八
″
十

八
日
、
二
十
川
の
間
Ⅱ
、
芦
野

グ
ラ
ン
ド
と
悪
良
巾
小
グ
ラ
ン

ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
金
木
将
椅
内
の
川
町
村
か
ら

●Pﾛ一声‐‐一二吋一
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己
一
句

十
六
チ
ー
ム
が
参
加
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
学
亜
の
部
で

は
、
川
倉
小
が
十
・
・
一
小
に
決
勝

で
敗
れ
惜
し
く
も
二
位
。
小
学

校
の
部
で
は
、
金
木
中
が
少
年

野
球
蝶
大
会
出
場
の
た
め
不
参

加
と
な
り
、
金
木
南
中
が
準
決

勝
で
小
収
小
に
怖
敗
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
里
の
防
犯
運

動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
少

年
非
行
の
防
止
と
雌
全
行
成
が

ｕ
的
。
こ
の
た
め
大
会
初
川
は
、

試
合
に
先
立
っ
て
選
手
も
含

め
袴
内
小
、
中
学
生
ら
約
二
面

五
十
人
が
、
警
察
料
前
か
ら
芦

野
グ
ラ
ン
ド
ま
で
パ
レ
ー
ド
し

通
行
く
人
に
防
犯
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

弊
ら
し
の
中
で
、

行
政
に
対
す
る

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

‐|・

l1
I|-
|・－一
jlll
l．
･I_;

1l

行
政
相
談
週
間

雑損控除について

この度の台風15号で風水害を受けられた方

に心からお兄舞申し上げます。

台風の災害を受けた場合、税の救済措置が

二つあります。所得税法'二の雑批控除による

方法と災害減免法による税の軽減免除の方法

です。どちらを選ぶかは自由ですが雑掘控除

を適用する人が圧倒的に多いので雑損控除に

ついて説明しますと、台風などの災害で住宅

や家財に掴失を受けた場合、その楓害額が一

定額を超えた金額を所得金額から控除するの

が雑損控除です。

雑損控除の計算は次のようになります。

ヘ
意
兄

一
群
州
一
等

一

●
○
納
押
の
い
か
な
い
こ
と

○
希
瓠
し
た
い
こ
と

な
ど
、
梼
様
方
が
常
川
ご
ろ

い
だ
い
て
お
ら
れ
る
役
所
の
仕

伽
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
無
料
」
で
「
迅
速
」
に
し
か

も
「
秘
密
」
を
守
り
、
相
談
委

凰
が
親
身
に
な
っ
て
机
談
に
応

じ
ま
す
。

口
扣
談
委
風

行
政
袴
理
庁
で
は
、
行
政
相

磯
制
度
に
つ
い
て
広
く
理
解
と

縄
識
を
深
め
、
そ
の
利
川
を
促

進
し
、
こ
の
制
度
の
発
展
と
行

政
の
民
主
的
な
述
灘
に
役
立
て

る
た
め
に
、
春
と
秋
に
「
行

政
杣
談
週
間
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
お
隅
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と

頑~様「~藤除額

な
お
、
行
政
相
談
委
員
の
方

が
次
の
場
所
で
巡
側
机
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
凶
い
物
の
つ

い
で
と
か
に
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

口
巡
回
相
談
所

]｜鶏遥難： 損失の金顛一所得金額×た 嘉
瀬
公
民
館

十
〃
十
三
川
（
火
）

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

中
央
公
民
館

十
月
十
五
Ⅲ
（
木
）

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

川
村
雄
三
氏

金
木
町
大
字
金
木
小
川
町

公
二
’
二
二
三

5万円以

｜その年の損失の金額のうち|繊鰯懸曹の低い愈釧’に、9万円を超える災害関
2連支払の金額がある堀合災害関連支出十5万円

②所僻金額×ん
__ﾆﾆー 'ー一-‐‐-‐‐-‐‐_一‐

その年の損失の金額がすべ批失の金敏一“)の低い金赦

3て災書関連支出の金瀕であ|溌溌額×命る場合

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

※なお、詳しいことは五所川原税務署まで。

国税だより一一一一一一○
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金木だより（4）

工
事
の
安
全
願
う

第
二
保
育
所
地
頷
式

去
る
八
月
二
十
五
日
、
老
朽

化
の
進
む
第
二
保
育
所
の
新
築

が
決
ま
り
、
現
地
で
田
中
町
長

は
じ
め
、
関
係
者
約
三
十
人
が

出
席
し
地
鎮
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
一
、
第
三
保
育
所
が
新
築

さ
れ
、
同
保
行
所
の
新
築
も
父

兄
及
び
関
係
者
の
方
々
か
ら
待

ち
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

地
鎮
式
で
は
、
田
中
町
長
ら
が

玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
て
工
邪
の
安

全
を
願
い
ま
し
た
。

新
築
さ
れ
る
同
保
育
所
は
、

鉄
骨
平
屋
建
て
で
、
総
工
凹
七

千
九
百
三
十
万
円
、
保
育
室
三
、

遊
戯
室
、
乳
児
室
な
ど
が
あ

り
、
完
成
は
十
二
月
の
予
定
で

す
。
ｑ
く
わ
入
れ
す
る
田
中
町
長

主
婦
ら
対
象
に

救
急
法
の
講
習
蒔
田
地
区

「
万
一
に
伽
え
、
救
急
法
を

」
ｌ
と
、
蒔
川
老
人
憩
の
家
で
、

Ｍ
地
Ⅸ
の
主
婦
ら
三
十
人
が
集

っ
て
救
急
法
の
瀧
習
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｍ
地
隠
が
蝿
か
ら

母
子
家
庭
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
交
歓
会

去
る
八
〃
九
日
、
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
。
フ
（
金
木
町
連
合

背
年
剛
）
で
は
、
金
木
町
社
会

福
祉
協
識
公
の
協
力
を
好
て
、

当
町
在
住
の
母
子
家
庭
十
八
世

帯
四
十
八
人
と
研
修
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。
、

こ
の
旅
行
は
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
が
三
凹
川
。

花
川
一
社
協
会
長
に
兄
送
ら
れ

●

貯
蓄
推
進
実
践
地
Ⅸ
の
指
定
を

受
け
た
の
に
伴
い
開
か
れ
た
も

の
で
、
貯
蓄
の
推
進
を
迦
し
て

Ⅱ
術
生
活
を
改
辨
し
よ
う
と
い

う
の
が
Ⅱ
的
。
こ
の
牌
習
も
そ

の
一
蹴
で
す
。

術
習
会
で
は
、
川
赤
喋
支
部

救
急
法
奉
仕
川
関
北
五
部
会
催

の
太
川
郡
呈
氏
を
術
帥
に
、
救

急
法
の
必
要
性
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
解
脱
。
次
い
で
三

角
巾
の
使
川
法
な
ど
実
技
を
行

い
ま
し
た
。

主
姉
た
ち
は
、
交
互
に
忠
椅

と
折
通
人
に
な
り
、
み
な
真
剣

な
表
怖
で
悩
れ
な
い
手
つ
き
な

が
ら
も
熱
心
に
拙
帥
の
指
導
を

受
け
、
改
め
て
救
急
法
の
必
要

性
を
感
じ
と
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
で
川
的
地
に
箱
い
た
子
供

た
ち
は
、
一
Ⅱ
中
は
し
ゃ
ぎ
ま

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

一一凸一｡÷肌
Ｐ
危
う
く
決
壊
し
そ
う
に
な
っ
た
金
木

川
土
手
は
、
消
防
団
員
、
水
防
団
員

ら
の
手
で
土
の
う
が
つ
ま
れ
未
然
に

防
が
れ
ま
し
た
。
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b、

7=萱7丁で

台
風
の

爪
あ
と

●
岸

廻,,:_:』鋤泌騨蕊辮.#鋪!‘
▲なかなか水のひかない神田橋下

子供たちの遊び場もこれでは…

道路の路肩が陥没し、倒れ

かけた電柱（嘉瀬地区）

ト ー▼
かけた電柱（嘉瀬

し
土
砂
が
崩
れ
、
さ
え
ぎ
ら
れ
た

道
路
（
喜
良
市
地
区
）
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こ
の
標
示
は
、
交
差
点
に
お

け
る
巻
き
込
み
聯
故
を
防
止
す

る
た
め
に
没
慨
し
て
い
る
も
の

で
す
。

ノ

○
食
伽
の
笹
理
を
す
る
。
腹
八
一
定
鐘
を
と
る
こ
と
。
す
。

く
ら
ｂ
の
分
川
食
べ
す
ぎ
な
い
こ
と
．
。
紬
神
的
煙
過
労
を
さ
け
ス
頭
の
老
化
を
防
ぐ
に
は
次
の

百
科
②
測
雌
靴
鋤
鮭
繩
靴
霊
鑑
篭
踊
繩
騨
唖
伽
で
も

動
脈
の
硬
化
が
進
む
に
つ
れ
く
す
る
こ
と
。
砂
納
を
と
り
．
○
年
一
Ｍ
は
他
服
診
断
を
し
、
ｎ
分
か
ら
種
種
的
に
す
る
よ

て
、
老
化
も
進
ん
で
い
き
ま
す
。
う
に
す
る
こ
と
。

老
人
と
健
康
。
趣
味
を
も
っ
て
Ｍ
じ
紬
鍵

し
か
し
、
砿
化
の
進
み
方
に
は

人
に
よ
っ
て
、
早
い
遅
い
の
佃
過
ぎ
な
い
》
」
と
な
ど
が
ポ
イ
机
談
に
の
っ
て
く
れ
る
家
庭
で
共
に
語
り
合
え
る
友
人
を

人
差
が
あ
り
ま
す
。
ン
卜
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
制
限
医
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
作
り
ま
し
ょ
う
。

』
い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
っ
た
も
し
ま
す
が
、
艮
蘭
の
た
ん
○
、
党
推
状
が
な
く
て
も
、
○
い
つ
も
若
々
し
い
気
分
で
、

め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
ば
く
衝
や
脂
肪
、
カ
ル
シ
ウ
ど
ん
な
瓶
気
が
隠
れ
て
い
る
若
い
人
達
と
も
大
い
に
つ
き

し
よ
う
。
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
は
必
ず
か
わ
か
ら
な
い
の
が
老
人
で
合
う
こ
と
。

〆

ご存じですか二
段
停
止
線

今
年
上
半
期
に
お
け
る
交
通
事
故
の
発
生
状
況
を

内
容
別
に
分
類
し
ま
す
と
、
｜
番
多
い
の
が
追
突
事

故
で
、
次
に
出
合
頭
の
事
故
恥
力
Ｉ
プ
で
の
事
故
、
横

断
歩
道
付
近
の
事
故
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
警
察
で
は
、
各
交
差
点
な
ど
を
中
心
に

次
の
よ
う
な
防
止
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

こ
の
標
示
は
、
交
差
点
に
お

け
る
叩
両
の
右
折
時
の
交
迪
蛎

故
を
防
止
す
る
た
め
に
。
交
差

点
の
中
心
部
に
役
慨
し
て
い
る

も
の
で
す
。

右
折
叩
川
は
、
標
示
の
内
側

を
矢
印
に
従
っ
て
、
対
向
砿
山

こ
の
標
示
の
あ
る
場
所
で
は

雌
付
、
・
一
輪
車
は
前
方
に
、

門
輪
車
は
後
方
に
停
止
し
て
下

さ
い
。右

差
折
の
方
法
標
示 ●

｜
」
の
棟
示
は
、
兄
辿
し
の
悪

い
交
鏥
点
に
役
慨
し
、
そ
の
形

態
に
合
わ
せ
て
、
十
字
Ｔ
字
形

の
標
示
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
一
時
停
止
ま
た
は
徐
行
を

し
な
が
ら
進
行
し
て
ド
さ
い
。

に
注
意
し
な
が
ら
進
行
し
て
下

さ
い
。
（
止
凶
参
照
）
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俊
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林
方
加
奈
子
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麻
美

一
竹
内
川
香
理

秋
元
裕
一

戸籍の窓お
め
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と
う
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武
久
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瀬
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広
人
）
金
木
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茂
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川
ｎ

（
画
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現
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金
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木
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睦
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志
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認
識
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朏
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諜
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繼
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緬
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輕
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潅
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事業主のみなさんへ

労目願適用徴収ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑの蔀

本年10月12日から労働保険料の

申告や納付が、すべてオンライン

化されます。したがって、これま

で申告il『や納付杏の様式が全面的

に改正され、記入する数字もコン

ピューターが読み取れる数字を使

用することになります。この字体

を樮準字体と言いますが、郵便番

-号･のようにきめられた枠の!|｣に標

準字体で,泥入していただくことに

なります。II1il譜と納付i1Fの取扱

いは次のとおりです。

申告書

○年度史新のllIiij:11Fは来年4ノl

lllから実施され、印字され

たIII{ifIIMil'職送付されます。

○10jj以降に確定等の｢l'(liをす

ゐ場合は、新様式のII1fir,'Iを

使川することになります。

納付書

○10ﾉl以降に1期・2期分を納

付する賜合、Ⅱ|様式の納付1IF

を使用して差支えありません。

○3期分は新様式の納付杏がII'I

接送付されますので、その納

付,l}により納付してください。

乳幼児の健康診査 ク

お知ら
乳幼児の健康診

査を次の日程で行

います。該当する

赤ちゃんには、必

ず受診させるよう

にして下さい。

せ

昭和57年

歌会始のお題
口歌会始のお鼬

「橘」

口詠進要釧

I"1作の歌で1人1両.とし、未発

表のものに限ります。又、川紙

は半紙（習字川の半紙）とし、

毛筆でIfILI『してください。

口諜式

半紙を2つ折りにし、1脚いてｲi

半miにお題と歌、左半而に郵便

番り｡、住所、氏名（本名、ふり

がなつき）、生年ﾉ1I1及び職業

をiﾘ｝いてください。(下lXl参照）

口詠進の期|ﾊj

本年10"1211までとし、郵送の

場合は、消日｣が10ﾉjl211までの

ものをｲ｣効とします。

口郵便のあて先

郵便番号100

r東京都千代川Ixi千代llllfK:1

‐号桝内川:」とし、封筒に「詠進

歌」と;IIfき添えてください。

(ilド式IXI)

1歳6ヶ月児健康診査

口受付日時

10ﾉ115H(木）

午後12時40分～1時

口場所

公立金木病院

口対象

IIｲ州155年4ノl生

(gケ月児健康診査）
口受付l1時

10)115II(*)

午後1時30分～2時

口場所

公立金木ﾘ内院

口対象

IIM1156年711生

Q

屋ﾀﾄ広告物保守点検のお願い

台風などで、石板等の膣外広i'i

物による'I{故がよく発生していま

すが、全I1《lの朧外広(!諜名･が連桃

し、雁外広f'i物による第三荷拙ili:

に対し補値を整えています。しか

しながら、すべての‘"故を防止す

ることはできません。

そこで、雌外広告物等を掲出し

ている方々は、再点検の上、安全

を確認するようにしましょう。

離乳食実技指導
･

口受付ll時

10｢|8II(*)

午前9時30分～10時30分

口場｝ﾘi

金木町役場3階、保健室

口対象

昭和56年5jj、6jl生

職
業

郵
便
器
’1ナ

氏ふ化
l〕

か

名な所

約
別
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

折
り

ll 橘
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

Ｆ
、
ｊ
Ｏ
ト
ｒ
ｒ
ｌ
Ｉ
舎
〆
●
一

(約33センチメートル）

児童生徒の明るい選挙啓発標語集①’

○自信をもって明るい選挙にしよう…

○みなさんもひとまねせずハイ投票･

○あなたの一票が町を変える………………

○金木町の未来のために正しい選挙を

嘉瀬小五年原H1

〃 阿部

金木1''三年白川

〃 白川

勉

昌彦

洋一

品子

一


